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研究成果の概要（和文）：学習者に、文章を読ませ、その後に文章に関する問いを答えさせ、回答のデータだけ
でなく、読んだ時間と問いへの回答に要した時間を測定するシステムを開発することが目的であった。開発後、
web上でのリスニングとリーディングのe-learningシステム『TOEIC公式eラーニング 基礎編 L&R』の開発に研究
分担者の湯舟英一教授が関わった。このシステムを使った学習者の英語読解力と読解速度の関係を調べた。音読
指導を受けた学習者がこのe-learningシステムに3ヶ月ほど取り組むことで、学習者の読解速度上昇が確認され
た。

研究成果の概要（英文）：   The objective was to develop a system in which learners were asked to 
read a passage and then answer questions about the passage, and to measure not only the data of 
their responses, but also the time spent reading the passage and the time required to answer the 
questions.
   After the development of the system, Professor Eiichi Yufune, a co-researcher, was involved in 
the development of a web-based e-learning system for listening and reading, "TOEIC Official 
e-Learning Basic L&R". The relationship between English reading comprehension and reading speed of 
learners using this system was investigated. It was confirmed that learners who received oral 
reading instruction increased their reading speed after about three months of working with this 
e-learning system.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英語の読解は、その正確さも大事であるが、一定の速さも求められる。しかし、この速さについては、任意の文
章を選んだ上で、その文章に対する学習者の理解・速度をオンライン上で測定するシステムは、存在しなかっ
た。そこで、開発が行われ、学習者の読みと速度の実態把握のために使われている。本研究課題の研究分担者
が、英語学習における読みと速さについて、e-learning教材の監修に携わり、大学生を対象にこのe-learning教
材に取り組ませた結果、英語の文章の理解度を下げることなく、読解速度の上昇を確認した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
当初、任意の文章を選んだ上で、その文章に対する学習者の理解・速度をオンライン上で測定
するシステムは、存在しなかった。そこで、こうしたシステム開発を研究の主目的に考えた。 
また、英語学習における音読の効果については、以下のような先行研究が指摘していた。 

☑ 読解内容理解度の向上 (Miyasako, 2008)←音読指導の効果 
☑ 黙読速度の向上 (鈴木, 1998; Miyasako, 2008)←大量音読 
☑ 聴解力、理解を伴った黙読速度が向上 (鈴木, 1998)←大量音読 
☑ 読解効率 (読解速度×内容理解) の向上 (神田他, 2012; 山口他, 2013)←内容理解後、一斉チ
ャンク音読 ×大量 
☑ 新出表現の定着 (七野, 2006; 高橋, 2006; 2007)←日を置いて繰り返し音読練習 
☑ センター試験の得点が有意に向上 (鈴木, 1998; 安木, 2001) 
☑ ただし、内容理解前の音読は英文理解を促進しない (鈴木, 2009) 
☑ 音読することで、学習に主体的な関わりが生まれ、エピソード記憶として経験化できる（湯
舟, 2007; 2008）。 
 
 
２．研究の目的 
学習者に、文章を読ませ、その後に文章に関する問いを答えさせ、回答のデータだけでなく、
読んだ時間と問いへの回答に要した時間を測定するシステムを開発することが目的であった。
開発は完了しており、この web 上で、文章を登録し、読解の理解度と速度を測定するシステム
は、サーバーのメンテナンス期間を除き、使える状態にある。 
開発後、web上でのリスニングとリーディングの e-learningシステム『TOEIC® 公式 eラーニ
ング 基礎編 L&R』の開発に研究分担者の湯舟英一教授が関わった。このシステムを使った学習
者の英語読解力と読解速度の関係を調べた。この調査方法と結果を以下に述べる。 
 
 
３．研究の方法 
プレ・ポストの量的分析を行った。参加学習者は 41名。プレとポストの間では、3ヶ月間 e-
learning システムにて英語を学習し、その学習時間を計測した。プレとポストのそれぞれの測
定では、英検準 2級の読解問題 20問を利用し、読解力については文章の内容について選択式で
回答を選ばせ、読解時間も測定した。また、この e-learning システムを使用開始前・後でも参
加者は TOEIC®L&R に挑戦した。 
 
 
４．研究成果 
読解力は、プレよりもポストの時点で有意に上昇したとは言えず、効果量 dはそれほど大きい
訳では無い（df=49, t=1.59, p=0.12, Cohen's d=0.25）。しかし、この e-learning システムを
使用前・後での TOEIC®L&R では、1%水準で有意に上昇し、効果量 dも高かった（df=57, t=4.90, 
p<0.01, Cohen's d=0.52）。 
読解速度については、wpm が 72.95 から 93.55 へと 1%水準で有意に上昇し、効果量 dも高
かった（df=51, t=3.59, p<.001, Cohen's d=0.58）。 
この e-learning システムを利用した時間が長ければ長いほど、TOEIC®L&R でのスコアの伸び
も観察された。 
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